
算数１ 目的に応じてデータの特徴や傾向を捉えること（野菜）
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出題の趣旨

日常の事象について、目的に応じて表やグラフからデータの特徴や傾向を捉え考察でき

るかどうかをみる。

・棒グラフから、項目間の関係を読み取ること。

・目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理

由を表現すること。

・簡単な二次元の表から、データの特徴や傾向を読み取ること。

・示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表すこと。

日常の事象について、目的に応じて、必要なデータを収集し、データの特徴や傾向を捉え考

察するなど、統計的に問題を解決することが重要である。

そのために、例えば、日常の事象について、興味・関心や問題意識に基づき、必要なデータ

を収集し、棒グラフの項目間の関係を読み取ったり、目的に応じて適切なグラフを選択して考

察したり、表から導いた結論の根拠となる数に着目したりすることができるようにすることが

大切である。また、日常生活を振り返るために、示された資料から必要な情報を見いだすこと

ができるようにすることも大切である。

そこで、本問では、ブロッコリーが指定野菜に追加されることを知り、指定野菜に興味をもち、

「ブロッコリーの出荷量が増えたかどうか」や「ほかの指定野菜の出荷量はどうなっているの

か」などについて考察する文脈を設定した。また、一人が１日に食べる野菜の量の目標を知り、

自分たちがどれくらいの野菜を食べるとよいのかを調べ、日常生活を振り返る文脈も設定した。

算数１ 目的に応じてデータの特徴や傾向を捉えること（野菜）
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○ 本設問の結果を、平成31年度【小学校】算数２(2)と比較すると、正答率は、平成31年度

調査（短答式）では78.8％、本設問（選択式）では78.8％であり、正答率に差は見られない。

誤答を見ると、誤って比較量を基にして約何倍かを求めていると考えられる児童の割合は、

平成31年度調査では0.5％、本設問では4.0％で、本設問の反応率は高くなっている。また、

二つの数量の差を解答している、又は、基準量が表している目盛りの数値を解答していると

考えられる児童の割合は、平成31年度調査では1.5％、本設問では13.6％で、本設問の反応

率は高くなっている。

問題番号 問題の概要 正答率 誤答 反応率

誤って比較量を基にして約何倍か
0.5％

2010年の市全体の水の使用 を求めていると考えられる：２

Ｈ31２(2)
量が1980年の市全体の水の

78.8％
二つの数量の差を解答している、

使用量の約何倍かを、棒グ 又は、基準量が表している目盛
1.5％

ラフから読み取って書く りの数値を解答していると考え

られる：３

2022年の全国のブロッコリ
誤って比較量を基にして約何倍か

4.0％

ーの出荷量が2002年の全国
を求めていると考えられる：１

Ｒ７１(1) のブロッコリーの出荷量の 78.8％
二つの数量の差を解答している、

約何倍かを、棒グラフから
又は、基準量が表している目盛

13.6％

読み取って選ぶ
りの数値を解答していると考え

られる：３

（参照）

「平成31年度【小学校】報告書」pp.30-41

https://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/report/data/19pmath.pdf#page=32

設問(1)

趣旨

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ａ 数と計算

(4) 除法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 除法の意味について理解し、それが用いられる場合について知ること。また、余

りについて知ること。

〔第３学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (1) １ １ と解答しているもの 4.0

２ ２ と解答しているもの 78.8 ◎

３ ３ と解答しているもの 13.6

４ ４ と解答しているもの 3.0

99 上記以外の解答 0.2

０ 無解答 0.4

２．分析結果と課題

○ 解答類型１について、このように解答した児童は、2022年の出荷量が約16万ｔ、2002年の

出荷量が約８万ｔであることを読み取り、誤って2022年を基にして、2002年が約何倍になっ

ているのかを求めていると考えられる。

○ 解答類型３について、このように解答した児童は、2022年の出荷量が約16万ｔ、2002年の

出荷量が約８万ｔであることを読み取り、誤ってその差を求めていると考えられる。又は、

2002年の出荷量が約８万ｔであることから、８と解答していると考えられる。

－25－



○ 本設問の結果を、平成31年度【小学校】算数２(2)と比較すると、正答率は、平成31年度

調査（短答式）では78.8％、本設問（選択式）では78.8％であり、正答率に差は見られない。

誤答を見ると、誤って比較量を基にして約何倍かを求めていると考えられる児童の割合は、

平成31年度調査では0.5％、本設問では4.0％で、本設問の反応率は高くなっている。また、

二つの数量の差を解答している、又は、基準量が表している目盛りの数値を解答していると

考えられる児童の割合は、平成31年度調査では1.5％、本設問では13.6％で、本設問の反応

率は高くなっている。

問題番号 問題の概要 正答率 誤答 反応率

誤って比較量を基にして約何倍か
0.5％

2010年の市全体の水の使用 を求めていると考えられる：２

Ｈ31２(2)
量が1980年の市全体の水の

78.8％
二つの数量の差を解答している、

使用量の約何倍かを、棒グ 又は、基準量が表している目盛
1.5％

ラフから読み取って書く りの数値を解答していると考え

られる：３

2022年の全国のブロッコリ
誤って比較量を基にして約何倍か

4.0％

ーの出荷量が2002年の全国
を求めていると考えられる：１

Ｒ７１(1) のブロッコリーの出荷量の 78.8％
二つの数量の差を解答している、

約何倍かを、棒グラフから
又は、基準量が表している目盛

13.6％

読み取って選ぶ
りの数値を解答していると考え

られる：３

（参照）

「平成31年度【小学校】報告書」pp.30-41

https://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/report/data/19pmath.pdf#page=32

設問(1)

趣旨

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ａ 数と計算

(4) 除法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 除法の意味について理解し、それが用いられる場合について知ること。また、余

りについて知ること。

〔第３学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (1) １ １ と解答しているもの 4.0

２ ２ と解答しているもの 78.8 ◎

３ ３ と解答しているもの 13.6

４ ４ と解答しているもの 3.0

99 上記以外の解答 0.2

０ 無解答 0.4

２．分析結果と課題

○ 解答類型１について、このように解答した児童は、2022年の出荷量が約16万ｔ、2002年の

出荷量が約８万ｔであることを読み取り、誤って2022年を基にして、2002年が約何倍になっ

ているのかを求めていると考えられる。

○ 解答類型３について、このように解答した児童は、2022年の出荷量が約16万ｔ、2002年の

出荷量が約８万ｔであることを読み取り、誤ってその差を求めていると考えられる。又は、

2002年の出荷量が約８万ｔであることから、８と解答していると考えられる。
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３．学習指導に当たって

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるようにする

○ 棒グラフからデータの特徴や傾向を読み取る際には、目的に応じて、差を求めたり、何

倍かを求めたりすることで、項目間の関係を読み取ることができるようにすることが重要

である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002

年の出荷量よりどのくらい増えているのかを棒グラフから読み取る活動が考えられる。そ

の際、「2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002年の出荷量より約８万ｔ増えている」

のように差を読み取るだけではなく、「2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002年の出

荷量の約２倍である」のように何倍かを読み取ることもできるようにすることが大切であ

る。何倍かを読み取る際には、下のように、約８万ｔや約16万ｔといった数量の大きさを

読み取って計算して求めるだけでなく、目盛りの数を読み取って計算したり、棒の長さに

着目して、数量の大きさの違いを一目で捉えることができるという棒グラフの特徴から求

めたりすることができるようにすることも大切である。

また、2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002年の出荷量の約２倍であることから、

2002年の全国のブロッコリーの出荷量は2022年の出荷量の約0.5倍であることを捉えること

ができるようにすることも大切である。

2002年の出荷量は約８万ｔ、

2022年の出荷量は約16万ｔで

す。160000÷80000＝２なの

で、2022年の出荷量は2002年

の出荷量の約２倍です。

数量を読み取って計算して求める
全国のブロッコリーの出

しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

１２

１４

１６

１０

０

２

４

６

８

１８

２０２２年２００２年 ２００７年 ２０１２年 ２０１７年

一番近い目盛りの数を読み取

ると、2002年は８、2022年は

16です。

16÷８＝２なので、2022年の

出荷量は2002年の出荷量の約

２倍です。

目盛りの数を読み取って計算して求める全国のブロッコリーの出
しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

１２

１４

１６

１０

０

２

４

６

８

１８

２０２２年２００２年 ２００７年 ２０１２年 ２０１７年

2022年の棒の長さは、2002年

の棒の長さの約２倍です。

だから、2022年の出荷量は、

2002年の出荷量の約２倍です。

棒の長さから求める
全国のブロッコリーの出

しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

１２

１４

１６

１０

０

２

４

６

８

１８

２０２２年２００２年 ２００７年 ２０１２年 ２０１７年

（作物統計調査による。）
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設問(2)

趣旨

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用

いて記述できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。

〔第５学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 円グラフや帯グラフの特徴とそれらの用い方を理解すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

(ア) 目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、問題を

解決するために適切なグラフを選択して判断し、その結論について多面的に捉え考

察すること。

３．学習指導に当たって

棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるようにする

○ 棒グラフからデータの特徴や傾向を読み取る際には、目的に応じて、差を求めたり、何

倍かを求めたりすることで、項目間の関係を読み取ることができるようにすることが重要

である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002

年の出荷量よりどのくらい増えているのかを棒グラフから読み取る活動が考えられる。そ

の際、「2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002年の出荷量より約８万ｔ増えている」

のように差を読み取るだけではなく、「2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002年の出

荷量の約２倍である」のように何倍かを読み取ることもできるようにすることが大切であ

る。何倍かを読み取る際には、下のように、約８万ｔや約16万ｔといった数量の大きさを

読み取って計算して求めるだけでなく、目盛りの数を読み取って計算したり、棒の長さに

着目して、数量の大きさの違いを一目で捉えることができるという棒グラフの特徴から求

めたりすることができるようにすることも大切である。

また、2022年の全国のブロッコリーの出荷量は2002年の出荷量の約２倍であることから、

2002年の全国のブロッコリーの出荷量は2022年の出荷量の約0.5倍であることを捉えること

ができるようにすることも大切である。

2002年の出荷量は約８万ｔ、

2022年の出荷量は約16万ｔで

す。160000÷80000＝２なの

で、2022年の出荷量は2002年

の出荷量の約２倍です。

数量を読み取って計算して求める
全国のブロッコリーの出

しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

１２

１４

１６

１０

０

２

４

６

８

１８

２０２２年２００２年 ２００７年 ２０１２年 ２０１７年

一番近い目盛りの数を読み取

ると、2002年は８、2022年は

16です。

16÷８＝２なので、2022年の

出荷量は2002年の出荷量の約

２倍です。

目盛りの数を読み取って計算して求める全国のブロッコリーの出
しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

１２

１４

１６

１０

０

２

４

６

８

１８

２０２２年２００２年 ２００７年 ２０１２年 ２０１７年

2022年の棒の長さは、2002年

の棒の長さの約２倍です。

だから、2022年の出荷量は、

2002年の出荷量の約２倍です。

棒の長さから求める
全国のブロッコリーの出

しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

１２

１４

１６

１０

０

２

４

６

８

１８

２０２２年２００２年 ２００７年 ２０１２年 ２０１７年

（作物統計調査による。）
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２．分析結果と課題

〇 本設問の正答率は、31.2％である。なお、2023年は2013年より増えたと判断できている解

答類型１～５の反応率の合計は74.8％である。

○ 解答類型２について、このように解答した児童は、2023年は2013年より増えたと判断でき

ており、グラフ３に着目したことも記述できているが、2023年の都道府県Ａのブロッコリ

ーの出荷量が2013年より多いことは記述できていない。

○ 解答類型４の中の、具体的な例としては、以下のようなものがある。

(例)

・ 【記号】 ア

【わけ】 グラフ２を見ると、その他が61％から67％に増えているから。

このように解答した児童は、グラフ２の「その他」の出荷量の割合に着目していると考え

られる。

○ 解答類型６について、このように解答した児童は、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量の

割合に着目し、2023年は2013年より減ったと判断していると考えられる。

３．学習指導に当たって

様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴や傾

向を捉え判断し、その判断の理由を表現できるようにする

○ 様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから適切なグラフを選択して

データの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由を他者に分かりやすく表現できるよう

にすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて「2023年の北海道のブロッコリーの出荷量

が2013年より増えたかどうか」について判断し、その判断の理由について説明する活動が

考えられる。その際、データの中の数量の大きさの違いを一目で捉えることができるとい

う棒グラフの特徴や、複数のデータについて項目の割合を比較することができるという帯

グラフの特徴を理解できるようにすることが大切である。さらに、各帯グラフの量の合計

が異なっている複数の帯グラフについては、同じ項目で比較する場合、割合が小さい方が

実際の量としては大きいことがあるなど、見た目では量の大小が比較できないことを理解で

きるようにすることも大切である。その上で、「北海道のブロッコリーの出荷量の増減が知

りたい」という目的に応じて、出荷量を表す棒グラフを選択してデータの特徴や傾向を捉

え、2023年の北海道のブロッコリーの出荷量が2013年より増えたことを判断できるように

することが大切である。また、その判断の理由について、グラフのどの部分やどの数値に

着目したのかを説明するなど、他者に分かりやすく表現できるようにすることも大切であ

る。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (2) （正答の条件）

記号を ア と選び、次の①、②の全てを書いている。

① グラフ３に着目したことを表す言葉

② 2023年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、2013年より多いこ

とを表す言葉や数

（正答例）

・【記号】 ア

【わけ】 グラフ３を見ると、2013年の都道府県Ａのブロッコリーの出

荷量は約２万ｔ、2023年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量

は約2.5万ｔで2023年のほうが多いです。だから、都道府県Ａ

のブロッコリーの出荷量は増えています。

記号 わけ

１ ①、②の全てを書いているもの 31.2 ◎

２ ①を書いているもの 21.1

３ ア と解答 ②を書いているもの 5.3

４ 類型１から類型３以外の解答 14.4

５ 無解答 2.8

６
都道府県Ａのブロッコリーの出荷量の割合に

17.9

イ と解答
ついて書いているもの

７ 類型６以外の解答 3.9

８ 無解答 1.3

99 上記以外の解答 1.2

０ 無解答 0.9
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２．分析結果と課題

〇 本設問の正答率は、31.2％である。なお、2023年は2013年より増えたと判断できている解

答類型１～５の反応率の合計は74.8％である。

○ 解答類型２について、このように解答した児童は、2023年は2013年より増えたと判断でき

ており、グラフ３に着目したことも記述できているが、2023年の都道府県Ａのブロッコリ

ーの出荷量が2013年より多いことは記述できていない。

○ 解答類型４の中の、具体的な例としては、以下のようなものがある。

(例)

・ 【記号】 ア

【わけ】 グラフ２を見ると、その他が61％から67％に増えているから。

このように解答した児童は、グラフ２の「その他」の出荷量の割合に着目していると考え

られる。

○ 解答類型６について、このように解答した児童は、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量の

割合に着目し、2023年は2013年より減ったと判断していると考えられる。

３．学習指導に当たって

様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴や傾

向を捉え判断し、その判断の理由を表現できるようにする

○ 様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから適切なグラフを選択して

データの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由を他者に分かりやすく表現できるよう

にすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて「2023年の北海道のブロッコリーの出荷量

が2013年より増えたかどうか」について判断し、その判断の理由について説明する活動が

考えられる。その際、データの中の数量の大きさの違いを一目で捉えることができるとい

う棒グラフの特徴や、複数のデータについて項目の割合を比較することができるという帯

グラフの特徴を理解できるようにすることが大切である。さらに、各帯グラフの量の合計

が異なっている複数の帯グラフについては、同じ項目で比較する場合、割合が小さい方が

実際の量としては大きいことがあるなど、見た目では量の大小が比較できないことを理解で

きるようにすることも大切である。その上で、「北海道のブロッコリーの出荷量の増減が知

りたい」という目的に応じて、出荷量を表す棒グラフを選択してデータの特徴や傾向を捉

え、2023年の北海道のブロッコリーの出荷量が2013年より増えたことを判断できるように

することが大切である。また、その判断の理由について、グラフのどの部分やどの数値に

着目したのかを説明するなど、他者に分かりやすく表現できるようにすることも大切であ

る。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (2) （正答の条件）

記号を ア と選び、次の①、②の全てを書いている。

① グラフ３に着目したことを表す言葉

② 2023年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、2013年より多いこ

とを表す言葉や数

（正答例）

・【記号】 ア

【わけ】 グラフ３を見ると、2013年の都道府県Ａのブロッコリーの出

荷量は約２万ｔ、2023年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量

は約2.5万ｔで2023年のほうが多いです。だから、都道府県Ａ

のブロッコリーの出荷量は増えています。

記号 わけ

１ ①、②の全てを書いているもの 31.2 ◎

２ ①を書いているもの 21.1

３ ア と解答 ②を書いているもの 5.3

４ 類型１から類型３以外の解答 14.4

５ 無解答 2.8

６
都道府県Ａのブロッコリーの出荷量の割合に

17.9

イ と解答
ついて書いているもの

７ 類型６以外の解答 3.9

８ 無解答 1.3

99 上記以外の解答 1.2

０ 無解答 0.9
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設問(3)

趣旨

簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 日時の観点や場所の観点などからデータを分類整理し、表に表したり読んだりす

ること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (3) １ 、 と解答しているもの 71.8 ◎

２ と解答しているもの 4.4

３ と解答しているもの 2.7

４ 、 と解答しているもの 1.4

５
と解答しているもの

2.3
と解答しているもの

、 、 、 と解答しているもの

、 、 と解答しているもの

、 、 と解答しているもの

、 、 と解答しているもの

６ 、 、 と解答しているもの 11.6

、 と解答しているもの

、 と解答しているもの

、 と解答しているもの

、 と解答しているもの

99 上記以外の解答 2.3

０ 無解答 3.5

２．分析結果と課題

○ 解答類型２について、このように解答した児童は、だいこんの出荷量について、都道府県

ごとに、出荷量の大小を比較し、「春だいこん」や「秋冬だいこん」より「夏だいこん」が

多い二つの都道府県のうち、 を選ぶことはできていないと考えられる。又は、「夏だいこん」

について、四つの都道府県のうち、出荷量が一番多い都道府県を選んでいると考えられる。

○ 解答類型６について、このように解答した児童は、だいこんの出荷量について、「春だい

こん」や「秋冬だいこん」より「夏だいこん」が多い二つの都道府県の両方、又はどちらか

一方を選ぶことはできているが、「春だいこん」や「秋冬だいこん」より「夏だいこん」が

少ない都道府県も選んでいる。

あ

い う

え

い

う

あ

え

あ い う え

あ

あ

あ

あ

あ

い

い

い

い

い

う

う

う

う

う

え

え

え

え

え

う
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３.学習指導に当たって

簡単な二次元の表から、結論の根拠となる数値を読み取ることができるようにする

○ 目的に応じて、簡単な二次元の表から、導いた結論の根拠となる数値を読み取ることがで

きるようにすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、示された表から出荷量について、「春だい

こん」や「秋冬だいこん」より「夏だいこん」が多い都道府県を見付ける活動が考えられる。

その際、下のように、表のどの部分に着目するのかを考えて、都道府県ごとに「春だいこ

ん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量の大小を比較し、結論の根拠となる数値を読

み取ることができるようにすることが大切である。また、一つの都道府県を見付けて終わる

のではなく、表に記載されている他の都道府県についても調べることができるようにするこ

とも大切である。

種別

２８７００

２０８００

８２９００

５０３００

９１４００

３４８

１８９００

９２４０

５１３００

都道府県

７０１００４７７１２６００

その他 ４２０２００４４８７５８４４６０

６２２７００合計 １７６５００ １８７４００

合計

１３４５４８

１２１４４０

９７９００

８３１７７

５４９５３５

９８６６００

（４月～６月に出荷）

春だいこん 夏だいこん

（７月～９月に出荷）

秋冬だいこん

（１０月～３月に出荷）

（作物統計調査による。）

だいこんの出荷量
しゅ っ か り ょ う

（２０２２年） （ｔ）

千葉

北海道

青森

鹿児島

北海道の「春だいこん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量を見る

と、「春だいこん」は9240ｔ、「夏だいこん」は91400ｔ、「秋冬だいこ

ん」は20800ｔだから、「春だいこん」や「秋冬だいこん」より「夏だい

こん」の方が多いことが分かります。

他の都道府県の「春だいこん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量

はどのようになっているのでしょうか。

青森県についても調べました。青森県の出荷量も「春だいこん」や「秋冬

だいこん」より「夏だいこん」の方が多いことが分かりました。

千葉県と鹿児島県の出荷量は「春だいこん」や「秋冬だいこん」より「夏

だいこん」の方が少ないですね。「その他」の中の都道府県の出荷量はど

のようになっているのでしょうか。
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２．分析結果と課題

○ 解答類型２について、このように解答した児童は、必要な情報を選び、数量の関係を捉え、

ピーマン１個とブロッコリー４個の重さの求め方を式に表すことはできているが、答えにつ

いては、105以外の解答又は無解答である。

○ 解答類型３について、このように解答した児童は、ピーマン１個分で70ｇ、ブロッコリー

４個分で70ｇであると捉え、ピーマン１個とブロッコリー４個の重さの求め方を式に表して

いると考えられる。

３．学習指導に当たって

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表すことができるようにする

○ 問題を解決するために、示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表す

ことができるようにすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、それぞれの野菜の70ｇの目安が示された

資料から、自分が何ｇの野菜を食べたのかを調べる活動が考えられる。その際、示された

資料から、必要な情報を選び、それと自分が食べた野菜の数量の関係を捉え、式に表すこ

とができるようにすることが大切である。また、四則の混合した式について、計算の順序

のきまりを理解し、正しく計算できるようにすることも大切である。

設問(4)

趣旨

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ａ 数と計算

(6) 数量の関係を表す式に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し、正しく計算すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

(ア) 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、

式の意味を読み取ったりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (4) （注意）

一つの式（総合式）で表されていない式も許容する。

式 答え

１ 105 と解答しているもの 74.7 ◎

２
70÷２＋70 と解答 105 以外を解答しているもの

2.7
無解答

３
70＋70 と解答しているもの

3.1
70×２ と解答しているもの

４ 70＋70×４ と解答しているもの 1.5

５
70×２＋70×４ と解答してい

0.3
るもの

６
350を用いた式を解答している

1.6
もの

７ 類型１から類型６以外の解答 105 と解答しているもの 2.1

８
無解答

105 と解答しているもの 0.1

９ 105 以外を解答しているもの 0.1

99 上記以外の解答 11.2

０ 無解答 2.6
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２．分析結果と課題

○ 解答類型２について、このように解答した児童は、必要な情報を選び、数量の関係を捉え、

ピーマン１個とブロッコリー４個の重さの求め方を式に表すことはできているが、答えにつ

いては、105以外の解答又は無解答である。

○ 解答類型３について、このように解答した児童は、ピーマン１個分で70ｇ、ブロッコリー

４個分で70ｇであると捉え、ピーマン１個とブロッコリー４個の重さの求め方を式に表して

いると考えられる。

３．学習指導に当たって

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表すことができるようにする

○ 問題を解決するために、示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表す

ことができるようにすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、それぞれの野菜の70ｇの目安が示された

資料から、自分が何ｇの野菜を食べたのかを調べる活動が考えられる。その際、示された

資料から、必要な情報を選び、それと自分が食べた野菜の数量の関係を捉え、式に表すこ

とができるようにすることが大切である。また、四則の混合した式について、計算の順序

のきまりを理解し、正しく計算できるようにすることも大切である。

設問(4)

趣旨

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第４学年〕 Ａ 数と計算

(6) 数量の関係を表す式に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し、正しく計算すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

(ア) 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また一般的に表現したり、

式の意味を読み取ったりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ (4) （注意）

一つの式（総合式）で表されていない式も許容する。

式 答え

１ 105 と解答しているもの 74.7 ◎

２
70÷２＋70 と解答 105 以外を解答しているもの

2.7
無解答

３
70＋70 と解答しているもの

3.1
70×２ と解答しているもの

４ 70＋70×４ と解答しているもの 1.5

５
70×２＋70×４ と解答してい

0.3
るもの

６
350を用いた式を解答している

1.6
もの

７ 類型１から類型６以外の解答 105 と解答しているもの 2.1

８
無解答

105 と解答しているもの 0.1

９ 105 以外を解答しているもの 0.1

99 上記以外の解答 11.2

０ 無解答 2.6
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本問題全体の学習指導に当たって

大切にしたいこと 「目的に応じて、統計的に問題を解決すること」

○ 目的に応じて、適切なグラフや表を選択して判断できるようにする

（※授業アイディア例を参照）

統計的に問題を解決する際、目的に応じて、必要なデータを収集し、適切なグラフや表を選

択して判断できるようにすることが大切である。

例えば、ブロッコリーが指定野菜に追加されるというニュースから、「ブロッコリーの出荷

量が増えたかどうか」といった問いが生まれ、ブロッコリーの出荷量の増減について調べる活

動が考えられる。その際、全国のブロッコリーの出荷量のグラフや、都道府県別のブロッコリ

ーの出荷量の割合のグラフなど複数の資料から、「ブロッコリーの出荷量の増減が知りたい」

という目的に応じて、適切なグラフを選択し、ブロッコリーの出荷量の増減について判断でき

るようにすることが大切である。

また、ブロッコリーの出荷量の増減について調べる活動の後に、他の野菜の出荷量などにつ

いて調べる活動も考えられる。その際にも、目的に応じて、必要なデータを収集し、適切なグ

ラフや表を選択して判断できるようにすることが大切である。
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○ 目的に応じて、表やグラフから特徴や傾向を捉え結論を導くことができるようにする

統計的に問題を解決する際、目的に応じて、分類整理された表やグラフから特徴や傾向を捉

え、結論を導くことができるようにすることが大切である。

例えば、「だいこんが一年中売られているのはなぜか」という問いについて調べる活動が考

えられる。その際、下のように、出荷時期ごとのだいこんの出荷量のデータを集め、「春だい

こん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量を表す表から特徴や傾向を捉え、一年中売ら

れている理由を考察し、結論を導くことができるようにすることが大切である。

「春だいこん」や「秋冬だいこん」を多く出荷している都道府県も

あれば、「夏だいこん」を多く出荷している都道府県もあるから、

だいこんは一年中売られているのですね。

「だいこんが一年中売られているわけ」が分かるようなデータが

見付かりません。

だいこんは冬にとれる野菜だと思っていましたが、一年中

スーパーで売られています。

一年中だいこんは出荷されていることが分かりましたが、出荷時期

ごとの出荷量の合計を見ると、「秋冬だいこん」は「春だいこん」

や「夏だいこん」より出荷量が多いことも分かりますね。

教師

種別

２８７００

２０８００

８２９００

５０３００

９１４００

３４８

１８９００

９２４０

５１３００

都道府県

７０１００４７７１２６００

その他 ４２０２００４４８７５８４４６０

６２２７００合計 １７６５００ １８７４００

合計

１３４５４８

１２１４４０

９７９００

８３１７７

５４９５３５

９８６６００

（４月～６月に出荷）

春だいこん 夏だいこん

（７月～９月に出荷）

秋冬だいこん

（１０月～３月に出荷）

（作物統計調査による。）

だいこんの出荷量
しゅ っ か り ょ う

（２０２２年） （ｔ）

千葉

北海道

青森

鹿児島

「春だいこん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量を表す

表は見付けました。この表から「だいこんが一年中売られている

わけ」について考えることはできないでしょうか。
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○ 目的に応じて、表やグラフから特徴や傾向を捉え結論を導くことができるようにする

統計的に問題を解決する際、目的に応じて、分類整理された表やグラフから特徴や傾向を捉

え、結論を導くことができるようにすることが大切である。

例えば、「だいこんが一年中売られているのはなぜか」という問いについて調べる活動が考

えられる。その際、下のように、出荷時期ごとのだいこんの出荷量のデータを集め、「春だい

こん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量を表す表から特徴や傾向を捉え、一年中売ら

れている理由を考察し、結論を導くことができるようにすることが大切である。

「春だいこん」や「秋冬だいこん」を多く出荷している都道府県も

あれば、「夏だいこん」を多く出荷している都道府県もあるから、

だいこんは一年中売られているのですね。

「だいこんが一年中売られているわけ」が分かるようなデータが

見付かりません。

だいこんは冬にとれる野菜だと思っていましたが、一年中

スーパーで売られています。

一年中だいこんは出荷されていることが分かりましたが、出荷時期

ごとの出荷量の合計を見ると、「秋冬だいこん」は「春だいこん」

や「夏だいこん」より出荷量が多いことも分かりますね。

教師

種別

２８７００

２０８００

８２９００

５０３００

９１４００

３４８

１８９００

９２４０

５１３００

都道府県

７０１００４７７１２６００

その他 ４２０２００４４８７５８４４６０

６２２７００合計 １７６５００ １８７４００

合計

１３４５４８

１２１４４０

９７９００

８３１７７

５４９５３５

９８６６００

（４月～６月に出荷）

春だいこん 夏だいこん

（７月～９月に出荷）

秋冬だいこん

（１０月～３月に出荷）

（作物統計調査による。）

だいこんの出荷量
しゅ っ か り ょ う

（２０２２年） （ｔ）

千葉

北海道

青森

鹿児島

「春だいこん」「夏だいこん」「秋冬だいこん」の出荷量を表す

表は見付けました。この表から「だいこんが一年中売られている

わけ」について考えることはできないでしょうか。

また、例えば、下のように、都道府県ごとのブロッコリーの出荷量に興味をもち、2023年の

北海道のブロッコリーの出荷量は2013年より増えたかどうかについて調べる活動が考えられ

る。その際、2023年と2013年の北海道の出荷量を表すグラフが見付からなくても、複数のグラ

フを組み合わせて結論を導くことができるようにすることも大切である。

さらに、他教科の学習や児童の生活に関わる事柄でも統計的な問題解決の方法を活用するこ

とができるため、そのよさを感じて、進んで学習や生活に生かそうとする態度を養うことも大

切である。

上の二つのグラフを組み合わせることで分かります。

北海道のブロッコリーの出荷量は

（全国のブロッコリーの出荷量）×（北海道の出荷量の割合）

で求めることができます。

グラフ１を見ると北海道のブロッコリーの出荷量の割合は減っていること

は分かるけれど、出荷量が増えているかどうかは分かりません。

（作物統計調査による。）

全国のブロッコリーの出荷量
（万ｔ）

０

１２

４

８

１６

２

６

１０

１４

１８

２０１３年 ２０２３年２０１５年 ２０１７年 ２０１９年 ２０２１年

グラフ２

グラフ２を見ると2023年の全国の出荷量が2013年の出荷量より増え

ていることは分かるけれど、北海道の出荷量が増えているかどうか

は分かりません。

グラフ２を見ると2023年の全国のブロッコリーの出荷量は2013年より増え

ていることが分かりました。グラフ１を見ると出荷量の割合が一番多いの

は北海道ですね。北海道のブロッコリーの出荷量は増えているのかな。
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授業アイディア例

「ブロッコリーの出荷量について調べよう」 〈実施対象学年〉

～目的に応じて適切なグラフを選択して判断する～ 第５学年

みなさんは以前よりブロッコリーをたくさん食べるようになりましたか。

① 日常の事象について、興味・関心をもつ。

指定野菜の追加は５２年ぶりです。

ブロッコリーが指定野菜に追加！

※ 指定野菜とは、消
しょう

費
ひ

量
りょう

が多い野菜や多くなることが見こまれる野菜です。

野菜の値
ね

段
だ ん

を安定させて、みんながいつでも野菜を食べられるように指定

しています。

現
げ ん

在
ざ い

の指定野菜

ブロッコリーが新しく指定野菜に追加されるそうです。

私はそれほど食べるようになっていないと思います。

私はよく食べるようになりました。全国の人たちも食べるようになったのかもしれません。

たくさん作られているのかな。 出荷量は増えているのかな。

本当にたくさん食べているのかな。

どのくらいブロッコリーが採れているのかについて調べてみたいです。

教師

ブロッコリーについてほかに気になることはありますか。

どんな地域でブロッコリーが作られているのかについて調べてみたいです。

消費量は本当に多いのかな。

ブロッコリーの出荷量はどのように変化しているのかについて調べてみたいです。
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授業アイディア例

「ブロッコリーの出荷量について調べよう」 〈実施対象学年〉

～目的に応じて適切なグラフを選択して判断する～ 第５学年

みなさんは以前よりブロッコリーをたくさん食べるようになりましたか。

① 日常の事象について、興味・関心をもつ。

指定野菜の追加は５２年ぶりです。

ブロッコリーが指定野菜に追加！

※ 指定野菜とは、消
しょう

費
ひ

量
りょう

が多い野菜や多くなることが見こまれる野菜です。

野菜の値
ね

段
だ ん

を安定させて、みんながいつでも野菜を食べられるように指定

しています。

現
げ ん

在
ざ い

の指定野菜

ブロッコリーが新しく指定野菜に追加されるそうです。

私はそれほど食べるようになっていないと思います。

私はよく食べるようになりました。全国の人たちも食べるようになったのかもしれません。

たくさん作られているのかな。 出荷量は増えているのかな。

本当にたくさん食べているのかな。

どのくらいブロッコリーが採れているのかについて調べてみたいです。

教師

ブロッコリーについてほかに気になることはありますか。

どんな地域でブロッコリーが作られているのかについて調べてみたいです。

消費量は本当に多いのかな。

ブロッコリーの出荷量はどのように変化しているのかについて調べてみたいです。

ポイント 日日常常のの事事象象ににつついいてて、、疑疑問問をを基基にに興興味味・・関関心心ををももつつここととががででききるるよよううにに
すするるここととがが大大切切ででああるる。。

② 目的に応じて必要なグラフを選択して判断し、その判断の理由について話し合う。

ブロッコリーの出荷量についての資料を幾つか集めているので、
それらの資料から考えてみましょう。

グラフ３を見ると、「その他」の出荷量が一番多いですね。

「その他」はいろいろな都道府県の出荷量を合わせたものなので、
出荷量が一番多い都道府県とは言えません。

全国のブロッコリーの出
しゅっ

荷
か

量
りょう

（万ｔ）

０

１２

４

８

１６

２

６

１０

１４

１８

２０１３年 ２０２３年２０１５年 ２０１７年 ２０１９年 ２０２１年

グラフ１

出荷量が一番多い北海道の出荷量を調べたいです。

では、北海道の出荷量も増えているかどうかについて考えてみましょう。グラフ
１、２、３の資料をみなさんの端末に送りました。その資料を見て北海道の出荷
量が増えているかどうかについて話し合いましょう。

いろいろ調べてみたいことがありますね。まず始めに、ブロッコリーの出荷量が
本当に増えているかどうかについて調べてみましょう。

グラフ１を見ると、全国の出荷量は増えてきていますね。
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では、北海道の出荷量は増えているかどうかについて
どのグラフを見てそう思ったのかを教えてください。

グラフ２は割合を表していて、グラフ３は量を表しているから、グラフ３を見た方が
いいのではないでしょうか。

「グラフ３を見ると北海道の出荷量が増えていることが分かる」と言って
いましたが、グラフ３のどこを見ると、北海道の出荷量が増えているかど
うかが分かりますか。モニターで確認しましょう。

グラフ２を見ると
減っているよ。

グラフ３の出荷量を読み取っても分かります。2013年は約２万ｔ、
2023年は約2.5万ｔで2023年の方が多いからです。

グラフ３の2013年と2023年の北海道の出荷量は棒の長さを見ると分かります。
2023年の棒は2013年の棒より長いので出荷量が増えていることが分かります。

どのグラフを見たのかだけではなく、グラフのどこに着目したのかを説明すると
みんなに伝わりますね。

グラフ３を見ると
増えているね。
どちらなのかな。

グラフ３を見ると、北海道の出荷量は増えていることが分かります。

グラフ１を見ると、全国の出荷量が増えてきているのは分かるけれど、
北海道の出荷量については分からないね。
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では、北海道の出荷量は増えているかどうかについて
どのグラフを見てそう思ったのかを教えてください。

グラフ２は割合を表していて、グラフ３は量を表しているから、グラフ３を見た方が
いいのではないでしょうか。

「グラフ３を見ると北海道の出荷量が増えていることが分かる」と言って
いましたが、グラフ３のどこを見ると、北海道の出荷量が増えているかど
うかが分かりますか。モニターで確認しましょう。

グラフ２を見ると
減っているよ。

グラフ３の出荷量を読み取っても分かります。2013年は約２万ｔ、
2023年は約2.5万ｔで2023年の方が多いからです。

グラフ３の2013年と2023年の北海道の出荷量は棒の長さを見ると分かります。
2023年の棒は2013年の棒より長いので出荷量が増えていることが分かります。

どのグラフを見たのかだけではなく、グラフのどこに着目したのかを説明すると
みんなに伝わりますね。

グラフ３を見ると
増えているね。
どちらなのかな。

グラフ３を見ると、北海道の出荷量は増えていることが分かります。

グラフ１を見ると、全国の出荷量が増えてきているのは分かるけれど、
北海道の出荷量については分からないね。

グラフ２は北海道の割合を表しているグラフですが、全国の出荷量が分かれば北海道の
出荷量が分かります。

グラフ１から2013年と2023年の全国の出荷量が分かります。

グラフ１から、全国の出荷量は2013年は約120000ｔで
2023年は約155000ｔと読み取れます。

2013年は、120000×0.17＝20400で、約20400ｔです。
2023年は、155000×0.16＝24800で、約24800ｔです。

約１２００００ｔ

約１５５０００ｔ

都道府県別のブロッコリ－の出荷量の割合
わ り あ い

１００

２０１３年 ６１％１７％ １１％ １１％

２０２３年 ６７％９％１６％ ８％

８０７０ ９０６０５０４０３０２０１０

北海道 その他愛知 埼玉

グラフ２

（％）
０

グラフ１とグラフ２を組み合わせて考えるときには、グラフ２の中にグラフ１から
読み取った全国の出荷量を書き込むと考えやすいですね。

北海道の出荷量が増えていることについて棒グラフのグラフ３は一目で分かりますね。グラ
フ２は割合のグラフですが、グラフ１の全国の出荷量を組み合わせることで分かりますね。

複数のグラフを組み合わせることでも、結論を導くことができましたね。

ポイント 複複数数のの資資料料かからら、、目目的的にに応応じじてて適適切切ななググララフフをを選選択択ししてて、、デデーータタのの特特徴徴やや
傾傾向向をを捉捉ええ判判断断ででききるるよよううににすするるここととがが大大切切ででああるる。。

③ 学んだことを基に自分が興味をもったことについて調べる。

ほかに調べてみたいことはありますか。

グラフ１とグラフ２を組み合わせると、北海道の出荷量について分かると思います。

グラフ３ではなく、グラフ１やグラフ２でも北海道の出荷量が
増えているかどうかが分からないのでしょうか。
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だいこんの出荷量は増えているかどうか
自分の学校でどの野菜が

よく食べられているのか

指定野菜の中で一番出荷量が

多い野菜は何か

関連した活動例

自分たちが住んでいる地域のブロッコリーの

出荷量も増えているかどうか

見付けた棒グラフの2008年と2023
年の棒を見ると、2023年の出荷量
は2008年の出荷量より約３万ｔ少
ないことが分かります。

アンケートの結果をみんなに
伝わりやすくするために、棒
グラフで表してみよう。

ポイント 他他のの都都道道府府県県やや他他のの野野菜菜ににつついいててもも、、発発展展的的にに考考ええよよううととすするる態態度度をを養養ううここ
ととがが大大切切ででああるる。。

青森

北海道

岩手

2023

25500

768

714

都道府県ごとのブロッコリーの出荷量

年
都道府県

2022

26200

1020

744

…

…

…

…

（ｔ）

（作物統計調査による。）

野菜の出荷量（2023年）（１０万ｔ）
２５

２０

０

１５

１０

５

ピ
ー
マ
ン

ト
マ
ト

た
ま
ね
ぎ

は
く
さ
い

さ
と
い
も

だ
い
こ
ん

ほ
う
れ
ん
草

ば
れ
い
し
ょ

（作物統計調査による。）

全国のだいこんの出荷量（１０万ｔ）

１２
１３

１０

０
１

４

６

８

２０２３年２００８年 ２０１３年 ２０１８年

９

１１

７

５

３
２

（作物統計調査による。）

ブロッコリーについて調べたので、だいこんの出荷量についても調べたいです。

２年生

１年生

…

６年生

合計

だいこん ブロッコリー ピーマン ･･･野菜
学年

一週間で食べた野菜のアンケート結果 （人）

グラフに載っていない指定野
菜があるので、このグラフか
らは分かりません。

私たちが住んでいる地域の出
荷量はどのようになっている
のでしょうか。

他他教教科科のの学学習習やや児児童童のの生生活活にに関関わわるる事事柄柄ででもも統統計計的的なな問問題題解解決決のの方方法法をを活活用用すするるここととがが
ででききるる。。（（例例：：社社会会科科・・漁漁業業、、自自由由研研究究・・人人気気ががああるるおおかかしし））

一週間でどの野菜が食べられたのかを
アンケートをとって調べよう。

北海道について調べたので、自分が住んでいる地域の出荷量についても調べたいです。
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だいこんの出荷量は増えているかどうか
自分の学校でどの野菜が

よく食べられているのか

指定野菜の中で一番出荷量が

多い野菜は何か

関連した活動例

自分たちが住んでいる地域のブロッコリーの

出荷量も増えているかどうか

見付けた棒グラフの2008年と2023
年の棒を見ると、2023年の出荷量
は2008年の出荷量より約３万ｔ少
ないことが分かります。

アンケートの結果をみんなに
伝わりやすくするために、棒
グラフで表してみよう。

ポイント 他他のの都都道道府府県県やや他他のの野野菜菜ににつついいててもも、、発発展展的的にに考考ええよよううととすするる態態度度をを養養ううここ
ととがが大大切切ででああるる。。

青森

北海道

岩手

2023

25500

768

714

都道府県ごとのブロッコリーの出荷量

年
都道府県

2022

26200

1020

744

…

…

…

…

（ｔ）

（作物統計調査による。）

野菜の出荷量（2023年）（１０万ｔ）
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（作物統計調査による。）

全国のだいこんの出荷量（１０万ｔ）
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０
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２０２３年２００８年 ２０１３年 ２０１８年

９

１１

７

５

３
２

（作物統計調査による。）

ブロッコリーについて調べたので、だいこんの出荷量についても調べたいです。

２年生

１年生

…

６年生

合計

だいこん ブロッコリー ピーマン ･･･野菜
学年

一週間で食べた野菜のアンケート結果 （人）

グラフに載っていない指定野
菜があるので、このグラフか
らは分かりません。

私たちが住んでいる地域の出
荷量はどのようになっている
のでしょうか。

他他教教科科のの学学習習やや児児童童のの生生活活にに関関わわるる事事柄柄ででもも統統計計的的なな問問題題解解決決のの方方法法をを活活用用すするるここととがが
ででききるる。。（（例例：：社社会会科科・・漁漁業業、、自自由由研研究究・・人人気気ががああるるおおかかしし））

一週間でどの野菜が食べられたのかを
アンケートをとって調べよう。

北海道について調べたので、自分が住んでいる地域の出荷量についても調べたいです。

※出典等

「全国のブロッコリーの出荷量」、「都道府県別のブロッコリーの出荷量の割合」、「都道府

県別のブロッコリーの出荷量」、「だいこんの出荷量（2022年）」、「全国のだいこんの出荷量」、

「都道府県ごとのブロッコリーの出荷量」、「野菜の出荷量（2023年）」については「作況調査

（野菜）」（農林水産省）を参考にした。

出荷量
し ゅ っ か り ょ う

はどのくらいかな？

出荷量は増
ふ

えているのかな？

たくさん食べられているのかな？

指定野菜の追加は５２年ぶりです。

ブロッコリーが指定野菜に追加！

※ 指定野菜とは、消費量が多い野菜や多くなることが見こまれる野菜です。

野菜の値
ね

段
だん

を安定させて、みんながいつでも野菜を食べられるように指定

しています。

現
げ ん

在
ざ い

の指定野菜

ここを見れば！

これを使えば！

北海道のブロッコリーの出荷量は増えているのでしょうか。

グラフを組み合わせても
判
は ん

断
だ ん

できる。

グラフ３ から

北海道の出荷量が
分かる。

グラフのどこに着目
したのかを説明する
と分かりやすい。

グラフ１とグラフ２を組み合わせると
北海道の出荷量が分かるよ！

目的に応
お う

じて
グラフを選ぶ。

ぼうの長さを比
く ら

べた。

出荷量を読み取って
比べた。

グラフ１ から グラフ２ から

全国の出荷量は
分かる。

割
わ り

合
あ い

は分かる。

北海道の出荷量は
分からない。

出荷量は
分からない。

グラフを組み合わせてみると
北海道の出荷量を求める式は･･･

２０１３年

１２００００×０.１７＝２０４００

２０２３年

１５５０００×０.１６＝２４８００

約２０４００ｔ

ほかに調べたいこと。

北海道の出荷量は増えている。

約２４８００ｔ

自分の地いきの出荷量は？

他の野菜の出荷量は？

＜板書例＞
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